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技術委員会  委員長市原嗣久

 会場 千葉市文化センタ－  

７月１７日（木）18:00～21:00

１．千葉県建築家協会主催の展

示会へＪＳＣＡ千葉が出展協力

を行うことについて①／テーマ

が「ロマンと建築」ＪＳＣＡ千

葉としてどのような協力ができ

るか。／勉強会が主にその協力

を担当する。        

２．耐震診断新基準、付則３に

ついて（市原）       

８月６日（水）18：00～21：00

１．千葉県建築家協会での展示

会へＪＳＣＡ千葉が出展協力を

行うことについて②／展示物の

決定及び担当者への製作割り当

ての決定／展示方法の決定。 

８月２１日（木）18：00～21：

00             

1. 千葉県建築家協会での展示
会へＪＳＣＡ千葉が出展協力を

行うことについて③／展示物の

製作進捗状況の及び内容の確認

（役員による）／展示会当日の

役割分担の決定。      

９月４日（木）～９月６日10：

00～20：00         

1.千葉県建築家協会での展示会
当日。／ＪＳＣＡ千葉の協力。

１０月２２日（水）18：00～2

2：00 1.「溶接部の目違い及び
その補強方法」についての勉強

会（園部）／溶接部の食い違い

／ずれの検査及び補強方法につ

いて。２．2001年版耐震診断基
準について。     技術

委員会参加者募集

 技術委員会では、定例の勉強

会、見学会、技術情報の交換

などの活動をおこなっていま

す。ぜひご参加下さい。

連絡先（有）市原建築構造設

計事務所 市原嗣久

         会員レポート 

       「ＪＳＣＡ関東甲信

越支部の発足記念地域交流会の報

告」       

   ＪＳＣＡ千葉と高度ポリテクセンターとの共催で下記

   の講習会を企画していますのでお知らせいたします。

／題名「真に強い木造住宅をめざして」／講師 真崎雄一（日本建築

構造技術者協会 木質構造部会委員）／費用２回分￥8,000／開催日

 第１回平成１５年１２月１６日（火）9:30-16:30静的加力試験で

理解する筋かい挙動の力学的解明・他／第２回平成１６年２月２４日

（火）9:30-16:30動的振動台試験で理解する地震に強い住宅の解

明・他／以上について、近々詳細をご案内いたします。(飯島）

懇

親

会

二

次

会

  ＜ＪＳＣＡ千葉主催の講習会案内＞ 

   「性能設計について（構造設計    

           者の立場から考える

）」

・開催主旨

  平成7年1月に発生した阪神淡路大震災の経験を踏まえ、更に平
成10年の建築基準法改正に伴い、建物被害レベルを想定した性能
設計へのニーズが高まり、設計者としても、性能設計に対する具

体的展開を進めざるを得ない状況となってきております。

  このような社会環境下において、構造設計の専門家集団である

JSCA（（社）日本建築構造技術者協会）の性能設計規定がどのよ
うなものであるかを十分理解しておく必要があることは言うまで

もありません。この度の講演会を通して「性能設計」をより深く

理解して頂き、お客様のニーズに正しくかつスピーディーに対応

できる成熟した技量を身につけて頂くことを開催主旨と致してお

ります。

１．開催日時 12月5日 （金）3時から2時間
２．講師  東京理科大学理工学部建築学科 北村春幸教

授

３．参加費 資料代 ￥２，０００

４．場所 高度職業能力開発センター   

    （高度ポリテクセンター）３階３０４教室 

 当日の販売図書は、彰国社編 性能設計のための「建

築振動解析入門」定価3,000円（＋消費税）を消費税込
み2,700円で販売（JSCA会員単価）、配布資料・(社)日本
建築構造技術者協会編集「建築の構造設計」の内の第4編
のコピー及びＪＳＣＡ性能メニューパンフレットです。

                     （園部）

 

               

 有効断面積を考えよう！Ｎｏ．１

 端部接合部は、なるべく部材の重心軸とボルト列中心線

を一致するように心掛ける。

 しかし、接合方法によって、これらが一致しないことが

多く、曲げモーメントが生じてしまう。 

 一般に、引張力と曲げモーメントを同時に受ける部材に

生じる引張応力度は、次式で計算する。        

                   

                              

                              

                             

ここに、σt：引張応力度（N/mm２）              

       ft：許容引張応力度（N/mm２）                 

          N：引張力（N）                             

        Ｍ：曲げモーメント（N・mm）                  

        An：有効断面積（mm２）                        

        Z：有効断面積についての断面係数（mm３）      

引張材に、単一山形鋼をガセットの片側のみに取り付ける

場合は必ず偏心を起こすので、上式を次のように変えて 

      

      

      

つまり、δは

偏心により生じる曲げモーメントによって、断面積を割り

引いてσｔを考える割引率である。

 実質的には、図のように山形鋼の突出脚の1/2を無効とし

て断面積を割引き、δは次のように計算する。 山形鋼の場

合              

               

     

    

（等辺山形鋼では3/4になる。）

参考文献：

①若林 実「鉄骨の設計」

共立出版株式会社
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尾高 英雄

昭和１０年生、東京都出身、昭和３３年千葉大学工学部

建築学科卒業、同年大成建設株式会社入社、現在は船橋

市に在住。 座右銘、価値創造（善・利・美）、「心の師

となるとも心を師とせざれ」

δ=a/2+b
a+b

 京成建設株式会社建築本部設計部 斉藤 利彦

 渡辺先生による設計・監理当時の楽しげな苦労話を聞い

た後の「横浜国際旅客ターミナル」では、柱も梁もない設計

を目指したとの事で、小山のように見える形をしていまし

た。

適度に弾力のある屋外のウッドデッキが屋内に連続し、

屋内に入るとあまり高くないけれど安心感のある天井と広い

空間がありました。

水平線と垂直線がないので、すべて異なる断面形状の主

フレームの中が、人の主動線として機能し、いつのまにか甲

板に出ていく。

途中に海を覗く開口のガラスが斜め、手摺も斜めで、少

ない材種で工夫をしていた。甲板では夏の海風が気持ちよ

く､港の向うに横浜港レンガ街の赤茶色の落ち着いた風景が

あった。

 今川先生による「横浜港レンガ街の説明」では、門司や姫

路のレンガ造改修との比較や、レンガ自体は丈夫で目地部分

にエポキシ樹脂を注入することで一体化させ弾性体として解

析

し

、

応

力

に

応

じ

て

注

入

量

を

変

えたこと、レンガ造は基礎が大事で、この建物は多くの木杭

で支えられているとのことであった。まぐさの補強もレトロ

っぽく見えて違和感がなく、レンガ壁の増し厚による補強に

よる大きな壁開口の設置、床開口の新設による開放感を味わ

った。むき出しの柱鉄骨が年月と応力にあった合理性を感じ

た。

 店員の方がこの建物について親切に説明してくれて、商業

施設として成功しているとのことであった。

 その後、中華街に場所を移して懇親会を開き、おいしいお

酒と料理に舌鼓を打ちながら、JSCA千葉とJSCA神奈川の
交流・建築家協会との交流が盛り上がり、夏の一日を過ごし

たのでした。最後に、今回の企画に多くのご協力をいただい

たJSCA神奈川のみなさんに厚く御礼申し上げます。
   ロマンと建築展 PARTⅢ
         有限会社 SPC設計 園部 隆夫

千葉県建築設計監理協会と日本建築家協会（JIA）千葉
が、新団体千葉県建築家協会を設立し一周年を記念した企画

として「ロマンと建築展 part3」が9
月4,5,6日の3日間千葉市文化センター
5階市民サロンにて開催されました。
会員、賛助会員の普段見られない

建築や都市に対する夢や希望、また、

絵画、陶芸、楽器製作等の幅広い趣味

の世界を通じて「美」の世界の一面をお楽しみ頂けるよう企

画致しました。

また、より快適な防災都市、より安全な住環境の創造を

目指した構造設計分野の役割と技術を身近にご理解頂けるよ

うJSCA千葉の協力により「住
宅と防災」と言うサブテーマを

掲げ‘触って感じる構造技術’

を展示させて頂きました。構造

関係では次のような項目が展示

されました。「・JSCA千葉の
紹介・構造設計について理解を

頂くための解説・千葉市の耐震診断補助金制度と耐震診断士

制度の紹介・地震の大きさの評価と過去の地震被害・千葉県

の地震危険度マップ・宮城県北部地震（平成15年7月26日発
生）地震被害の近況報告・住宅の無料耐震診断・耐震改修に

向けての木造を主とした新技

術の紹介（実物の展示とCGに
よる理論、実験、効果の解説

等）・制震・免震技術の紹

介・地震計の展示・耐震性に

優れたメーカー認定製品の紹

介と展示」

JSCA千葉技術委員会若手メンバーの積極的な参加協力を
頂き、元気なJSCA，元気な構造技術者集団のパワーを一般
市民の皆様に示し、またその意義ある存在を市民の方々にア

ピールする良い機会を持つ事が出来ました。特に、木造住宅

無料耐震診断、木造住宅耐震性向上に向けた制震システムを

筋交に採用した新技術コーナー、免震模型による振動性状比

較、等興味を引くテーマは賑わいを見せておりました。

JSCA千葉の会員事務所所長には、忙しい中、若手所員に準
備活動の時間を割いて頂きご協力頂きました事、心より御礼

申し上げます。

ＪＳＣＡ千葉技術委員会議事録抜粋（定例月 1回） 

           発足しました！ 

「日本建築法政会議」と「建築基本法制定準備会」

 「日本建築法政会議」と大きな名前を付けてしまいま

したが今のところメンバーは僅か８名です。その内の３

名が千葉県に住んでいるご縁があります。「なりは小さ

くとも志は大きく」を合い言葉に活動を進めますのでど

うぞよろしく。まずはホームページをご覧ください。

日本建築法政会議

http://kentikuhousei.hp.infoseek.co.jp/

建築基本法制定準備会

http://www.kihonho.jp/

               2003.8.22 千葉大学教授 大山宏

http://kentikuhousei.hp.infoseek.co.jp
http://www.kihonho.jp/

